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・教員： 日本語日本文学科 杉本香（日本語教育担当）

・参加学生： 基礎ゼミナールⅡ（2年生） 6名

・経緯と目的：急増したUR金剛団地に住む外国人住民（主にネパール人留学生）

と日本人住民との相互理解のきっかけ作り

・概要と主要日程（開始時の予定）：

日程 目標 活動

前期（4月～8月）
外国人に日本の文化・習慣を
知ってもらう

日本の団地に住む際のマ
ナー動画の作成

後期（9月～12月）
日本人にネパールの文化・習
慣を知ってもらう

ネパール祭りの開催



宝塚医療大学

日本人住民

UR金剛団地

相互理解

聞き取り

聞き取り
協働

外国人住民
ネパール・ベトナム

見学
聞き取り UR

講義

大阪大谷大学 ・「富田林市多文化共生指針」の理解
・社会調査手法を学び聞き取り調査
・イベントの企画・広報・運営
・成果の調査・報告・振り返り

富田林市

社会福祉
協議会

国際交流
協会

協力
情報共有

主体的学び

協力
情報共有



日程 内容

4月24日 オリエンテーション：活動に向けての理解

5月15日 富田林市多文化共生推進指針の内容理解

5月29日 富田林市金剛地区再生室の方から話を聞く

6月12日 金剛団地にてUR窓口職員の方の話を聞く

6月26日 留学生の状況を知るためのアンケート作成

6月30日 阪南大学中西先生ゼミ主催のネパールカフェに参加

7月10日 留学生に協力を求めるチラシ・動画・アンケート作成

・進捗：



・進捗：

・今後：ネパールまつりに参加し、わくわくカフェ（お茶会）を通じて日本人住民と

外国人住民の交流を図る。 マナー啓発動画の作成。

日程 内容

７月24日 目的（目標）などについての再確認。最終成果物についての話し合い。

8月23～25日
代表2名＋先生が宮城県ワークショップ参加。他大学とともに意見交換を
行う。

9月19日
午前：宮谷さんによるプレスリリース講座＋ワークショップ
午後：学生の企画発表＋FB＋FW

9月25日 19日を踏まえての意見交換、情報共有。ネパールまつりについて。

10月9日 ネパールまつり、今後の活動についての話し合いと役割分担。



ネパールカフェ

宮城県ワークショップ





～ただいま
制作中～

ネパールまつり

日時：11月30日（土）
15：00～18：00

場所：わっくcafe
目的：日本人住民と外国人住民とが

お茶を通して交流すること。
目標：集客 日本人30人、外国人30人

合計60人

わくわくカフェ





1．現状報告

8月から本格的に活動を開始

∞KON ROOMや利用者、自分たちの都合など、
活動全体のおおまかな雰囲気を把握

活動を記録しながら今後の目標を決めていく（現
在）





CON -tact Square

Contact（繋がり） 広場

・
金剛地区 +tact（指導する）

―様々な繋がりを広げられる居場所へ―

CON-tact Squareに込められた思い



9月

小中学校、2学期突入。
時間帯を15：00～に
変更
(訪問者の都合によっ
て滞在時間は異なる)

8月

小中学校は夏休みに
突入しているため、
時間帯を朝方に変更
(9：00～12：00)

10
月

〈今後の予定〉
9月と同様の体制で進め
ていく予定
★並びに、サークルの作

成や今後の活動の展開に
必要な基盤づくりをして
いく。

2．これまでの活動内容

『楽しい』をもっと‼
～一緒に宿題を

やっつけよう大作戦‼～

主
な
活
動
内
容

イ
ベ
ン
ト

☆金剛てんこもりフェス☆
9月28日(土)

アートワークショップや
運営にて少しお手伝い

現状未定



8月13日～8月30日まで実施した

『楽しい』をもっと‼～一緒に宿題をやっつけよう大作戦‼～
のチラシ

小中学校は夏休みが終わり、9月以降の

案内に関するチラシ



金
剛
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
の
チ
ラ
シ



子ども向けの

ワークショップ
のお手伝いをさ
せていただきま
した！

その他、来場者数の計測やフェス終了
後の片付けなども少しお手伝い



３．人員確保への取組

ゼミ生6名では活動が滞ってしまう…

とりあえず大学内で人員を確保したい

チラシや講義内での呼びかけ
などで募集！

サークルの加入条件を決めておく必要がある。（➡項目の作成）

加入前に、一度面接をおこない、適性があるかを確認する。

➥例：サークルとして成立した際には会長や副会長に担ってもらう。

子どもと直接関わるため、慎重な選抜が必要不可欠‼
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KLLP中間発表会

岡島ゼミⅠの取組
大阪大谷大学人間社会学科

教授 岡島克樹

教員から学生への告知が遅れ，ゼミ生による発表がかなわなかったため教員から発表

富田林市は，比較的初期からSDGsに熱心な土地柄である

2019年７月作成・公表
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2020年７月，内閣府からSDGs未来都市選定

さらに 自治体SDGsモデル事業の採択

SDGsの取組インパクトは？
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取組の目的

金剛地区におけるSDGsに関する取組をきちんと調べたわけではない
が，このような全国の傾向は金剛地区にもあてはまるのではないか？

既存の取組を大事にしながら，一味違うSDGsの取
組を研究して，その結果を地域の市民・市民団体や
行政関係者等と共有する

そのことが，将来，より持続可能な地域の基盤づくり
につながることが期待される

取組の内容

突然ですが……人間の身体の調子を理解するため
の指標にはどんなものがあるでしょうか？

まちの調子を理解するための指標にはどんなものがあ
るでしょうか？
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取組の内容➀

SDGsのグローバル指標のローカル化に関する文献を読む

NPO法人「人間の
安全保障」フォーラム
の取組に関する書籍

取組の内容②

★人間の安全保障を活用した
 事例の紹介
ゼミ生による研究発表

★黒部市社会福祉協議会の
 事例の紹介
 小柴徳明さんによるご講演
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KLLP中間発表会

岡島基礎ゼミⅡの取組

大阪大谷大学人間社会学科

教授 岡島 克樹

教員から学生への告知が遅れ，ゼミ生による発表がかなわなかったため教員から発表

取組の背景
富田林市では，「富田林版「こ
どもまんなか社会」の実現」を目
指して，子どもに関する施策の
充実が進んでいる。

なかでも，市全体で子どもの権
利を理解・尊重し，子どもの最
善の利益を図り，すべての子ど
もの生命・生存・発達の権利や
意見表明権を保障するため，
２年間をかけて，子どもの権利
に関する条例を制定する予定。

出典： 富田林市（2024）「富田林市こどもまんなかアクション」 
『富田林市HP』
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取組の背景

岡島基礎ゼミⅡでは，ここ数年，
現代社会コースにあるゼミとして，

「子どもの権利」というレンズを
とおして見えてくる現代社会の
特徴を知る

という取組を行なってきた。

出典： 朝日新聞社（2024）「子どもの権利条約とは？ 内容や四つの
原則、課題をわかりやすく解説」 『SDGs Action HP』

取組の目的

この富田林市の子どもの権利に関する条例制定に関して，（条例本文に何
が書き込まれるべきかということも重要であるが）条例制定の過程において，
子どもを含む市民や，行政・企業・市民団体・学校等の関係者間で子どもの
権利についての普及啓発が進むことも重要と認識し，

岡島基礎ゼミⅡとしては，

１人でも多くの子どもたちとおとなが「子どもの権利」に関して，
基本的な知識と関心を獲得するプロセスに貢献すること

を目的とする取組を行なうこととした。
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出典： こども家庭庁
（2024）「児童の権利に関
する条約の認知度等調査及
び同条約の普及啓発方法の
検討のための調査研究 報告
書 概要版」 

取組の内容➀

（1）文献読み
（2）他団体が作成した子どもの権利学習ツールの体験
（3）子どもの権利授業の実践

富田林市立高辺台小学校

【日時】2024年７月17日（水）
【場所】富田林市立高辺台小学校
【対象】６年生１組・２組
【内容】①子どもの権利条約の基本解説

 ➁気になる権利を探せワーク
 ③子どもの権利かるたの実践
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取組の内容➀

（4）成果としては，２クラスともに好評であった。

子どもたちからの感想（例）
「権利ってたくさんあるんだなと思った」
「かるた，たのしかった。とくに「あ」のありのままの自分がとてもいい権利だと思った」
「このまえも権利のべんきょうをしたけど，さらに理解が深まった」
「子どもの権利条約のことがよく知れた。かるたで楽しく学ぶことができた」

・ 金剛地区高辺台小学校での授業は
  市役所こども政策課職員によって動画撮影・
編集され，教育委員会から市内の全小・
中学校の教員に配信。
・ また，10月16日には，新堂小学校でも
岡島基礎ゼミⅡ生による子どもの権利授業
が行われる予定。

取組の内容②
【日時】2024年９月21日（土）
【場所】大阪大谷大学カトレアホール
【対象】市民・市民団体・市職員・本学の教職員・学生
【内容】①𠮷村善美氏（富田林市長）ご挨拶，

 ②野村武司氏（東京経済大学教授・弁護士）
講演



大阪大谷大学 江上ゼミ
今後の活動予定

大阪大谷大学 江上直樹

1



どのようなゼミか？

大阪大谷大学 江上ゼミ

• 教育学部教育学科 学校教育専攻

• 学校教育政策の問題に関するデータ分析

• 統計分析の基礎的な知識・技術を学びつつ

ゼミ生各自で設定したテーマについて調査分析を行う

１．はじめに ２．参加の背景 ３．現状 ４．今後の予定
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なぜこの活動に参加するのか

担当教員（江上）のこれまでの経験
• 福知山公立大学での勤務 ➡ 様々な形での大学と地域連携の実践

• 活動の一例
• ふくちやま子ども食堂

• 「学生プロジェクト」として地域の食堂と連携して実施

• 福知山市立の小中学校を対象とした学生サポーター
• 福知山市教育委員会と連携して予算化

• JR西日本 福知山支所と連携した各種取組
• 学生による商品取材、PR活動 等

• 伊根町立伊根中学校と連携した授業実践
• 大学生と中学生による土産物の開発

• 舞鶴港クルーズ客を対象とした調査
• アンケートおよびGPSロガーによる調査

• 福知山市夜久野町を対象とした文化財データの収集・整理 等々

１．はじめに ２．参加の背景 ３．現状 ４．今後の予定
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• ふくちやま子ども食堂

• 「学生プロジェクト」として地域の食堂と連携して実施

• 福知山市立の小中学校を対象とした学生サポーター
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• 学生による商品取材、PR活動 等

• 伊根町立伊根中学校と連携した授業実践
• 大学生と中学生による土産物の開発

• 舞鶴港クルーズ客を対象とした調査
• アンケートおよびGPSロガーによる調査

• 福知山市夜久野町を対象とした文化財データの収集・整理 等々
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ゼミ生募集以後にこの話をいただいたもので...

「そんなつもりなかった...」学生と何ができるか？

• 「データ分析」について学ぶつもりだった学生なので

乗り気の学生もいれば、全然そのつもりのない学生も...

• 「データ分析」の学習を進めながら

地域貢献につながる活動とは？

１．はじめに ２．参加の背景 ３．現状 ４．今後の予定
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手始めにやろうとしていること

富田林市の小地域別データを整理した資料の作成

• 富田林市の大学であるが、

学生が必ずしも富田林市についての知識があるわけではない

• 富田林市、特に「金剛地区」の特徴がわかりやすい資料を作成し

今後参加する学生が富田林市について学ぶ基礎資料にできれば

• 利用するデータ

①「国勢調査」の「小地域統計」

②「Google Map」上のデータ ※スクレイピングの可能性検討

１．はじめに ２．参加の背景 ３．現状 ４．今後の予定
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※イメージ

１．はじめに ２．参加の背景 ３．現状 ４．今後の予定
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KLLP ミニ講演

大阪大谷大学人間社会学科
の地域連携とその変遷

大阪大谷大学人間社会学科

学科長・教授 岡島 克樹

目 次

本学科における地域連携のこれから

本学科における地域連携のこれまで

大学・地域連携史
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目 次

本学科における地域連携のこれから

本学科における地域連携のこれまで

大学・地域連携史

大学・地域連携史

大学による「地域連携」に関する方針や取組の歴史を概観すると
３～４期に分けられる。

1990年代以前 前史

2000年代～ 黎明期

社会のために（for）大学がその知見を広く社会に「与える」という「社会貢献」
の時期。

日本社会が下り坂に入ってから一定の時間が経過し，地域の課題も顕在化
するとともに，大学教育のユニバーサル化のなかで，大学の「社会貢献」機能が正
式化・主流化してくるとともに，一部の大学で科目化が開始される時期。この時期
の取組のなかには地域とともに（with）という思考も見える。
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大学・地域連携史

2010年代～ 普及期

2020年代～ 質的拡充期？

政府政策としても，「CoC」構想が出てくるなど，「地域連携」に向けた，より具
体的な動きが書き込まれはじめ，学生がキャンパス外に出て地域で活動すること
を科目化・単位化する傾向がより一般化する時期。

やっていればいいという時期は過ぎ，学びの質をどう捉え，どう充実させていくのか
を検討する必要性が認識される時期。また，連携が地域に与える効果をどう把
握し，どう最大化していくのかを探究する時期。

目 次

本学科における地域連携のこれから

本学科における地域連携のこれまで

大学・地域連携史



2024/10/12

4

本学科における地域連携のこれまで

本学科は「大学・地域連携史」とおおむねかぶる形で進行

1990年代以前 前史

2000年代～ 黎明期

大学がもっている知見等を「公開講座」や審議会・委員会への委員派遣といった，
極めて限定的なスコープで考え実施していた時期。

2000年度コミュニティ関係学科，2005年度人間社会学科が設置され，そこ
では，「コミュニティ研究演習」（その後「社会研究実習」に名称変更）が開講
されており，また「外部講師制度」もあって，正式な大学・地域連携が開始。
また，正課外でも，「南河内のつどい」や地域のイベントに関与しはじめた時期。

本学科における地域連携のこれまで

2010年代～ 普及期

「社会研究実習」以外にも，「地域社会体験実習（ボランティアセンター）」や
「地域社会体験実習（市役所）」，さらには「地域社会体験実習（長期）」
などが開講され，科目設置も多様化・階層化。また，専門実習科目との連携
も踏まえられるようになった時期。

2020年代～ 質的拡充期？
地域連携センターの設置やKLLPに象徴されるように，大学全体として地域連
携に取り組むようになっており，これを契機として，本学科内でもさらに地域連携
を活発化させるよう動いている。また，学びの質の確保，とりわけ「主体性の
醸成」という観点から学生にどのようなインパクトを残しているのかを検討するため
の調査プロジェクトに参画している。
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目 次

本学科における地域連携のこれから

本学科における地域連携のこれまで

大学・地域連携史

本学科における地域連携のこれから

学びの質の確保

学生によるリフレクションをより幅広く，一定の深さを持って行なうために必要な
教員指導力の開発が必要である。そのために，関連する理論に関する知識や
スキルを開発するための研修を行なう。

地域にあたえるインパクトの検討

大学の地域連携が地域や受入団体にどのようなインパクトをもたらしているのか，
「地域社会体験実習（ボランティアセンター）」では毎年12月に成果報告会を
行なって学生の学びについて共有するとともに，受入先への影響を尋ねているが，
より系統的に，また，住民参加を得て，検討する必要がある。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド 1: KLLP中間発表会 岡島ゼミⅠの取組
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: SDGsの取組インパクトは？
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 1: KLLP中間発表会 岡島基礎ゼミⅡの取組
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 1: KLLP　ミニ講演  大阪大谷大学人間社会学科の地域連携とその変遷
	スライド 2: 目　次
	スライド 3: 目　次
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 目　次
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: 目　次
	スライド 10

